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「昭和町ボストン」
あべのハルカス店

ふちんかん

人格の形成のためには「知・徳・体」の三位一体の充実が必要です。
地上３００ｍ体験を堪能し「体」の充実を図った取材陣。「知」はこの後のハル

カス美術館で涵養するとして、その前に「食育」を通して「徳」の充填を図りまし
ょう。って、いつの間にか「知・徳・体」が「見る・食べる・遊ぶ」の「るるぶ」
になってますな。

ハルカスダイニング 大坂通~OSAKATSU~

エレベーターで５９階から一気に１６階へ。
そこからエスカレーターでさらに下って１２階へ。
１２～１４階は「ハルカスダイニング」と

呼ばれるレストラン街で、１２階の一角にある
「大坂通（おおさかつう）」は、食いだおれの
街・大坂の名店が集結しております。千里中央に
あった「ピッコロ」カレーを始め、どれも名の通った店々で目移りします。
この中で取材陣が選んだお店が「昭和町 BOSTON」、ハンバーグのお店でありま

す。Yメンバーと私は、OMCビルに入っている同チェーン店を利用したことがあり、
味は保証済みというのも決め手になりましたな。

昭和町BOSTON https://www.boston01.net/
「１９５２年創業以来多くの皆様に愛され、今も変わらぬ伝統と味

を提供し続けます。～ボストンは大阪市内に１１店舗展開。」

とのことです。
オールドアメリカンな雰囲気の店内は、いかにも老舗と

いう感じを醸し出しております。（写真は HPより借用）
HP には各店の紹介がされており、メニューも掲載され

ています。テナント料の関係なのか「あべのハルカス店」
が一番お高いようです。まぁ標高も高いしね。



ボストンハンバーグ
取材陣が選んだメニューは全員が「ボストンハンバーグ」。まぁ他にも煮込みハ

ンバーグなどのメニューはあるものの、店名の入ったメニューを注文するのはお約
束ですな。そして当然のごとく全員生ビールも注文。これもお約束?です。

さて待つこと１０分あまり、じゅうじゅうと音を立ててやってまいりました。
鉄板皿の上にハンバーグ、付け合わせはポテトと下敷きのもやしのみというシンプ
ルな構成であります。
デミグラスソースはオーソドックスな味、ポテトはバターが仕込んであり、風味

は良いのですが少々固かったです。これは残念。
さて本丸のハンバーグでありますが、箸で切れる程度に柔らかいながら、妙に歯

ごたえがあります。これがボストンハンバーグの特徴なのでしょうか。中身を精査
いたしますと、挽肉だけでなく、皮なのかホルモンなのか、小さな肉が入っており
ます。これが噛んだときの弾力を引き出しているのでしょう。
さて、久々の昼飯評価ですが、ハンバーグそのもののお味は良かったものの、ち

ょっと高めの価格設定（ビールも）、ポテトの硬さ、付け合わせの少なさなどを勘
案いたしまして

といたします。

「昭和町ボストン」様におかれましては、この評価に動揺することなく、これから
も伝統の味を守っていただき、大坂通の看板店舗としてご活躍されることを祈念い
たします。 （おわり）




